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１）淡路地域 

日 時：平成16年６月５日（土） 14：00～17：00 

会 場：東浦町立サンシャインホール／ホール 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１４：００  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１４：０５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１４：２５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   

        被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１５：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１５：１５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１５：２５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１６：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１６：１５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１６：２０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１６：５５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１７：００  終了 

ステップ１の整理 

（40分） 

被災地が 

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

ステップ１、２の

両方について行う。
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・淡路地域ワークショップの様子 

会場の東浦サンシャインホール外観 緊張の中、ワークショップが始まった

アイスブレークでようやく笑顔が出始める 出された意見はパソコンに入力する

班で話し合った内容を発表する 代表者によるまとめ

全員参加での意見のまとめ 丸シールで重要だと思う項目に投票する
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：淡路地域のまとめ 
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震災後10年間を振り返って（淡路地域）
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淡路地域の参加者42名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大きく11項

目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付

けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「住宅の復旧はかなり早く進んだが、昔の思い出の町

並みが消えた。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階では、「防災意識はめばえた

が、次の災害への準備は十分ではない。」、「地域のつながりは広がったが、震災を知らない人が増

え、つながりも一時に比べれば薄まりつつある。」を重要だと考えた人が多くなっている。 

 

また、「道路・橋は整備されたけれども、地域経済はまだ復興途上」という項目の中には、「経

済的な復興ができていない、店、小さい農家」や「事業が定着しなかった」など経済の回復が思

うように進んでいないという意見もある。さらに、「震災によって自然環境が破壊されつつあり、

汚染問題が生活面に影響を与えている」という項目の中には、「海岸線の海面上昇」、「社会成熟に

伴う化学物質」、「汚染物による地下水の汚れ」など自然環境への意見もあった。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：淡路地域のまとめ 
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将来に向けて（淡路地域）
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく９項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「震災体験・復興体験の継承・発信をしていこう。」

に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階では、「災害に強いまちは住民と行政の対話が

基本になる。」、「ボランティアの受け入れや組織化を今後も充実させていくことが大切だ。」を重

要だと考えた人が多くなっている。 

 

また、「震災体験・復興体験の継承・発信をしていこう。」という項目の中には、「野島断層を永

久保存し、今後の研究に生かす。」というような淡路地域のみでみられた意見も含まれている。 
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